
大阪市西淀川区 大気の状況

大阪市西淀川区の大気測定局

測 定 局 名 凡 例 住 所 備 考

一般局 淀 中 学 校 ◆ 西淀川区 大和田６丁目 淀中学校３階建屋上

自排局 出 来 島 小 学 校 ■ 西淀川区 出来島２丁目 国道43号

常観局

出 来 島 局 ▲ 西淀川区 出来島２丁目 国道43号

歌島橋交差点局 ▲ 西淀川区 御幣島１丁目 国道２号

新 佃 公 園 前 局 ▲ 西淀川区 佃２丁目 国道２号

大和田西交差点局 ▲ 西淀川区 大野２丁目 国道43号

阪高の
監視局

大 和 田 ● 西淀川区 大和田３丁目 阪神高速大阪池田線

歌 島 ● 西淀川区 歌島１丁目 阪神高速大阪西宮線

大和田西交差点局（常観局）

出来島小学校（自排局）

淀中学校（一般局）出来島局（常観局）

大和田（阪高）

新佃公園前局（常観局）

歌島橋交差点局（常観局）

歌 島（阪高）
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※歌島橋交差点局は、単路部より交差点内に

移設し、H19.3月から現在の場所で測定

大阪市西淀川区 大気の状況 （二酸化窒素）

・二酸化窒素（NO2）の日平均値の年間98％は、平成１９年度以降は全箇所で環境基準の
ゾーン内に入っている。

▼国道４３号他 二酸化窒素（NO2） 日平均値の年間98%値の経年変化

NO2環境基準：１時間値の１日平均値が0.04ppmから
0.06ppmまでのゾーン内またはそれ以下であること。

淀中学校 出来島小学校

出来島 歌島橋交差点※

新佃公園前 大和田西交差点

大和田 歌島

ｇ

【平成29年度 観測値】
淀中学校 ：0.040ppm
出来島小学校 ：0.051ppm
出来島 ：0.043ppm
歌島橋交差点 ：0.047ppm
新佃公園前 ：0.039ppm
大和田西交差点 ：0.046ppm
大和田 ：0.037ppm
歌島 ：0.039ppm
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• 平成１８年度以降、環境基準超過日は減少傾向であり、昨年度の超過日は０日であった。
▼西淀川区域の大気質（NO2）

観測局 月別基準値超過日数 年度別基準値超過日数

出来島局
（国道43号）

大和田西
交差点局
（国道43号）

新佃公
園前局

（国道２号）

歌島橋
交差点局
（国道２号）

淀中学校
（一般局）

出来島
小学校
（自排局）

凡例

大阪市西淀川区 大気の状況 （二酸化窒素）【環境基準超過日数】
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大阪市西淀川区 大気の状況 （二酸化窒素） 【参考：年平均値】

▼国道４３号他 二酸化窒素（NO2） 年平均値の経年変化

淀中学校 出来島小学校

出来島 歌島橋交差点※

新佃公園前 大和田西交差点

大和田 歌島

ｇ

・二酸化窒素（NO2）の年平均値は、６局が昨年度より高くなり、２局は同じであった。
測定開始以降、概ね減少傾向である。

※歌島橋交差点局は、単路部より交差点内に
移設し、H19.3月から現在の場所で測定

【平成29年度 観測値】
淀中学校 ：0.020ppm
出来島小学校 ：0.028ppm
出来島 ：0.022ppm
歌島橋交差点 ：0.027ppm
新佃公園前 ：0.019ppm
大和田西交差点 ：0.026ppm
大和田 ：0.016ppm
歌島 ：0.018ppm
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※歌島橋交差点局は、単路部より交差点内に

移設し、H19.3月から現在の場所で測定

大阪市西淀川区 大気の状況 （浮遊粒子状物質）

• 浮遊粒子状物質（SPM）の日平均値の年間２％除外値は、環境基準値以下である。

▼国道４３号他 浮遊粒子状物質（SPM） 日平均値の年間2%除外値の経年変化

環境基準0.100mg／m3
【平成29年度 観測値】
淀中学校 ：0.044mg/m3
出来島小学校 ：0.048mg/m3
出来島 ：0.038mg/m3
歌島橋交差点 ：0.047mg/m3
新佃公園前 ：0.044mg/m3
大和田西交差点 ：0.046mg/m3
大和田 ：0.040mg/m3
歌島 ：0.043mg/m3

淀中学校 出来島小学校

出来島 歌島橋交差点※

新佃公園前 大和田西交差点

大和田 歌島

ｇ
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【環境基準超過日が２日以上連続のため非達成】
平成１３年度：すべての観測局で非達成
平成１４年度：淀中学校、出来島小学校、歌島橋交差点、大和田西交差点の５局で非達成

（ただし、新佃公園前及び大和田西交差点局は達成したものの、測定時間は6,000時間未満）
平成23年度：出来島小学校以外は非達成
平成２４年度以降、全て達成

SPM環境基準（長期的評価）：１日平均値
の年間2%除外値が0.10mg/m3以下であ
ること。ただし、１日平均値について環境
基準を超える日が２日以上連続する場
合は非達成。
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大阪市西淀川区大気の状況 (浮遊粒子状物質)【参考：年平均値】

• 浮遊粒子状物質（SPM）の年平均値は、６局が昨年度より高くなり、２局は低くなっている。
測定開始以降、概ね減少傾向である。

▼国道４３号他 浮遊粒子状物質（SPM） 年平均値の経年変化

【平成29年度 観測値】
淀中学校 ：0.019mg/m3
出来島小学校 ：0.020mg/m3
出来島 ：0.016mg/m3
歌島橋交差点 ：0.021mg/m3
新佃公園前 ：0.020mg/m3
大和田西交差点 ：0.021mg/m3
大和田 ：0.017mg/m3
歌島 ：0.017mg/m3

淀中学校 出来島小学校

出来島 歌島橋交差点※

新佃公園前 大和田西交差点

大和田 歌島

ｇ

※歌島橋交差点局は、単路部より交差点内に
移設し、H19.3月から現在の場所で測定
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国道４３号 大型車交通量の推移

・国道43号の大型車交通量は、平成21年には約26,000台／日だったが、平成26年以降は
23,000台／日を下回り、近年減少傾向。
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分担率（％）断面交通量（台／日）

※阪神高速のＨ２０年以降の交通量は、ＥＴＣデータを使用

交通量（3路線合計）
(台/日)

56,821

61,993

66,368
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65,019
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65,118

68,740

68,205

69,939

70,420

71,446

平成13年11月～
環境ＲＰ開始
（料金大型車）
（六甲IS北・住吉浜
～鳴尾浜）

平成21年4月～
範囲・割引率拡充
（六甲IS北・住吉浜
～天保山）

平成22年3月～
対象車両拡充
（料金普通車の
センサス大型車）

平成24年1月～
距離料金制移行

平成25年5月～
淀川左岸線開通
（島屋～海老江JCT）

H11に比べ湾岸線の分担率が13.7ﾎﾟｲﾝﾄ増加

71,409

72,390
平成29年6月～
新料金制移行
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・淀川断面における大型車交通量は増加しているものの、各種取り組みにより国道４３号の
大型車は近年減少傾向。
・大型車両分担率は、Ｈ１３.１１の環境ロードプライシング開始以降、範囲や車種の拡充を
経て、５号湾岸線が約１３.７ポイント増えており、湾岸線利用の大型車は増加傾向。

淀川断面のセンサス大型車道路別利用状況
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淀川断面の交通量調査結果（H29・H30比較）（大型車）

2,826（7h～23h）
2,978（7h～23h）

+152

1,785（7h～23h）
2,397（7h～23h）

+612

国道２号
（武庫川大橋）

2,021
1,910
-111

神戸線

15,233
15,486
+253

湾岸線

35,635
36,261
+626

国道４３号

21,522
21,808
+286

国道423号
（新淀川大橋）

7,951
7,263
-688

池田線

15,082
14,757

-325

1,789（7h～23h）
1,937（7h～23h）

+148

国道176号
（新十三大橋）

国道２号

国道176号
（十三大橋）

上段 H29.12.  5 調査
下段 H30.11.29調査
上段－下段の差分量 3


